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地球気候と環境のより良い理解にむけて
Toward a better understanding of the earth ’s climate and environment
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世界の研究コミュニティでは、気候と環境の変化などの地球規模の問題に貢献する努力を行っている。宇宙機関にお
いても、例えば、ESAの気候変化イニシアチブ（CCI）などのような地球観測データの利用の推進を行っている。本発表
では、ALOS-2, GCOM-W, GPM, GOSAT, Himawari-8や将来の GCOM-C, EarthCAREなどの衛星プログラムのデータ利
用について議論する。重要な応用課題としては、1)人間活動の痕跡の観測と、その気候・環境影響の研究、2)地球水循
環の観測と、その社会応用に関する研究、3)生物圏の観測と、その気候変化による脆弱性の研究、4)地球表面の微細構
造の観測と、その社会応用の研究などがある。その場合、リモートセンシングのための拘束条件や、同化・逆推計に関
するデータ解析などのために気候・環境モデルを最大限に利用することが重要である。
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